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1. 背景 

磁場反転配位（Field-Reversed Configuration: 

FRC）はポロイダル磁束のみからなるシンプルな

磁場配位で，内部に磁場がゼロとなる磁気中性面

が存在し，移送に耐えるロバスト性など特異的な

特徴を有している．また，熱圧力と磁気圧の比で

あるβ値が極限的に高いため，高効率な核融合炉

心となる可能性がある．近年では大型の実験装置

の開発が進められ，FRCへの中性粒子ビーム入射

や軸方向磁場の強化によって，準定常維持に成功

している [1]．コンパクトトロイド（Compact 

Toroid: CT）入射は，先進燃料を含む様々な燃料

をプラズマ状態で磁場閉じ込めプラズマへ供給

することができる．FRCへのCT入射では，CTが

FRCの配位において最も強いセパラトリックス外

部の磁場を通過できれば，中心領域への到達が可

能となる．導体球モデルでは磁場へ入射するCT

の侵入距離は磁場のエネルギーとCTの運動エネ

ルギーで決定する[2]．本研究は，FRC核融合炉へ

の燃料粒子・磁束を目指し，FRCの外部垂直磁場

を模擬した直交磁場へのCT入射とその評価が可

能なテストスタンドにおいて，直交磁場中でのCT

の進行速度の変化や変形を観測する． 

2. 実験装置 

テストスタンドは，CT入射装置，大型石英チャ

ンバー，直交磁場コイルから構成される．CT入射

装置のドリフトチューブには，分光計測系，トリ

プルプローブ，磁気プローブが設置され，磁化同

軸プラズマガンによって生成されたCTの多様な

パラメータを計測することができる．大型石英チ

ャンバーは，赤外から紫外域を含む広い帯域の光

波に対して良好な透過特性を持ち，チューブ状で

あるためCTを全周にわたって観測できる．これに

より，干渉計による電子密度計測や光電子増倍管

を用いた分光計測，超高速度カメラやコンピュー

タトモグラフィによるイメージングが可能であ

る． 

3. 実験結果 

これまでの実験では，大型石英チャンバー部に侵

入するCTを超高速度カメラで撮影し，CTの周辺

に存在する中性ガスの発光を捉えた（図1）．図1

（a）は可視光によるCTの画像，（b）はその光強

度分布である．さらに，CTの入射軸方向にコイル

を並べた磁気プローブアレイを石英チャンバー

に設置し，直交磁場の揺動を計測することで直交

磁場中のCTの速度を推定する．これらの計測によ

って，生成直後と直交磁場領域でのCTの様々なパ

ラメータを計測することができる．また，バイア

ス磁場強度やガス量などの生成条件を変化させ

ることで，生成されたCTの違いが直交磁場中での

ふるまいに及ぼす影響を検証する．  

 
図1. （a）CTの発光（可視）と（b）光強度分布 
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